
紹
介

ω
訂
長
日
。
自
σ
Q
げ
Φ
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本
書
は
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
出
版
局
か
ら
二

〇
〇
四
年
に
公
刊
が
始
ま
っ
た
「
古
代
史
の
議
論

と
史
料
」
（
U
Φ
げ
讐
Φ
ω
き
傷
U
。
窪
資
①
馨
し
。
ヨ

〉
出
9
Φ
艮
発
走
8
曼
）
シ
リ
ー
ズ
の
二
冊
目
。
表

題
の
通
り
、
「
背
教
者
」
と
称
さ
れ
た
四
世
紀
中

葉
の
ロ
ー
マ
皇
帝
ユ
リ
ア
ヌ
ス
を
扱
う
。
著
者
は

英
国
・
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
の
講
師
で
、
マ
ケ
ド
ニ

ア
無
期
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
や
寅
官
の
研
究
で
も
知

ら
れ
る
。

　
ユ
リ
ア
ヌ
ス
と
い
え
ば
、
そ
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
生
涯
を
描
い
た
辻
邦
生
氏
の
名
編
『
背
教
者

ユ
リ
ア
ヌ
ス
騙
か
ら
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
人
も

少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
短
命
な

皇
帝
の
不
思
議
な
魅
力
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
き
た

の
は
侮
も
小
説
家
や
詩
入
だ
け
で
は
な
い
。
多
く

の
歴
史
家
も
ま
た
然
り
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
書
第
一
部
は
議
論
編
で
、
そ
の
序
論

は
ず
ば
り
「
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
魅
力
」
と
題
さ
れ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
に
対
抗
し

た
「
最
後
の
異
教
徒
皇
帝
」
と
い
う
宗
教
的
理
由
、

波
瀾
に
満
ち
た
悲
劇
的
生
涯
、
豊
富
な
史
料
が
残

存
し
歴
史
家
た
ち
に
多
様
な
解
釈
を
許
し
て
い
る

こ
と
、
な
ど
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
。

　
続
く
各
章
で
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
生
涯
が
ほ
ぼ
時

間
の
経
過
に
沿
っ
て
叙
述
さ
れ
る
。
第
一
章
…
家

系
。
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
皇
帝
家
へ
の
強
い
帰
属
意
識

を
強
調
。
第
二
章
…
所
謂
「
異
教
」
へ
の
転
向
。

ユ
リ
ア
ヌ
ス
が
受
け
て
き
た
教
育
に
焦
点
を
当
て

る
。
第
三
章
…
ガ
リ
ア
（
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
）
で

過
ご
し
た
無
罪
時
代
。
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
経
歴
の
な

か
で
最
重
要
と
の
位
置
づ
け
。
第
四
章
…
皇
帝
ユ

リ
ア
ヌ
ス
の
統
治
ス
タ
イ
ル
と
改
革
。
彼
の
問
題

関
心
は
、
四
世
紀
の
他
の
皇
帝
た
ち
も
共
有
し
て

い
た
と
主
張
。
第
五
章
…
宗
教
。
統
治
期
間
の
短

さ
ゆ
え
に
適
切
な
評
価
が
困
難
と
す
る
。
第
六
章

…
ペ
ル
シ
ア
遠
征
。
そ
の
動
機
・
目
的
・
不
成
功

の
理
由
の
説
明
に
は
慎
重
を
期
し
て
い
る
。
結
論

「
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
さ
」
は
、

彼
を
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
や
J
・
F
・
ケ
ネ

デ
ィ
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
イ
ー
ン
に
も
比
す
。

　
第
二
部
は
史
料
編
で
あ
る
。
ユ
リ
ア
ヌ
ス
自
身

の
書
簡
や
著
作
、
彼
の
政
策
を
伝
え
る
法
律
史
料

か
ら
始
ま
っ
て
、
修
辞
学
者
リ
バ
声
言
ス
の
書
簡
、

ア
ン
ミ
ア
ヌ
ス
・
マ
ル
ケ
リ
ヌ
ス
の
歴
史
書
、
キ

リ
ス
ト
教
教
父
ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス

や
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
ら
の
著
作
な

ど
、
関
連
史
料
の
英
訳
六
二
点
が
、
貨
幣
・
立
像

な
ど
の
図
版
五
点
と
と
も
に
収
録
さ
れ
る
。

　
著
者
は
、
現
代
の
歴
史
家
に
と
っ
て
も
、
ユ
リ

ア
ヌ
ス
は
客
観
視
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
物
で
あ

る
と
述
べ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
著
者
は
自
説
を
展
開

し
つ
つ
、
し
か
し
異
な
る
解
釈
を
も
提
示
す
る
よ

う
努
力
し
た
と
い
う
。
詳
細
な
註
こ
そ
な
い
が
、

第
一
部
で
は
先
行
研
究
が
問
題
と
し
て
き
た
論
点

が
手
際
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
（
特
に
第
三
章
）
。

ま
た
、
第
二
部
は
第
～
部
と
の
ク
ロ
ス
・
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、
巻
頭
の
系
図
・
地

図
と
と
も
に
、
読
者
が
ユ
リ
ア
ヌ
ス
理
解
を
深
め

る
う
え
で
の
好
適
な
道
具
立
て
と
な
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
本
書
の
読
者
は
、
第
一
部
で
提
示
さ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
を
自
ら
斜
託
し
、
第
二
部
の

史
料
編
に
も
目
通
し
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
ユ

リ
ア
ヌ
ス
像
を
構
築
す
る
と
い
う
魅
力
的
な
作
業

へ
と
誘
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
但
し
問
題
点
を
簡
潔
に
提
示
し
よ
う
と
し
た
た

め
か
、
著
者
は
、
時
に
先
行
研
究
を
ユ
リ
ア
ヌ
ス

に
対
し
て
同
情
的
か
批
判
的
か
、
ま
た
時
に
史
料

を
親
ユ
リ
ア
ヌ
ス
か
反
ユ
リ
ア
ヌ
ス
か
で
分
け
て

ユ48 （770）



介劃

し
ま
う
。
著
者
の
こ
う
し
た
叙
述
方
法
が
適
切
で

あ
る
か
ど
う
か
、
読
者
は
史
料
の
再
吟
味
の
み
な

ら
ず
、
さ
ら
に
進
ん
で
は
著
者
の
所
説
を
も
含
む

先
行
研
究
の
再
検
討
を
、
各
々
改
め
て
試
み
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
巻
末
に
は
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
年
譜
、
よ
り
深
い

理
解
の
た
め
の
文
献
案
内
、
小
論
文
設
問
と
練
習

問
題
、
文
献
表
、
索
引
を
附
す
。
文
献
表
は
比
較

的
新
し
い
も
の
が
中
心
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
関
連
サ
イ
ト
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
る
が
、

そ
の
後
も
新
し
い
研
究
書
が
続
々
公
刊
さ
れ
て
い

る
の
で
最
新
の
研
究
動
向
を
知
る
に
は
充
分
で
な

い
。
も
っ
と
も
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
よ
う
な
有
名
な

皇
帝
に
つ
い
て
、
網
羅
的
な
文
献
リ
ス
ト
を
期
待

す
る
の
は
望
蜀
か
も
知
れ
な
い
。

　
最
後
に
、
こ
の
「
古
代
史
の
議
論
と
史
料
」
シ

リ
ー
ズ
の
特
色
の
ひ
と
つ
は
、
小
論
文
設
問
と
練

習
問
題
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
も
、
ユ
リ
ア
ヌ

ス
に
つ
い
て
研
究
す
る
際
の
三
五
の
論
点
が
提
示

さ
れ
て
い
る
（
一
八
四
一
六
頁
）
。
無
論
、
問
題

が
こ
れ
に
よ
っ
て
尽
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
か
ら
ユ
リ
ア
ヌ
ス
研
究
を
始

め
よ
う
と
す
る
者
に
は
貴
重
な
指
針
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
王
五
の
論
点
の
う
ち
の
ひ

と
つ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
な
ぜ
ユ
リ
ア
ヌ
ス
は
、
歴
史
家
に
と
っ
て
こ
れ

ほ
ど
興
味
深
い
人
物
で
あ
り
続
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
」

　
な
ぜ
だ
ろ
う
？
本
書
の
ペ
ー
ジ
を
繰
り
な
が
ら
、

是
非
考
え
て
み
た
い
問
題
で
あ
る
。

（
国
黛
p
げ
自
σ
q
貯
国
墨
書
g
σ
q
げ
¢
ぼ
く
㊦
匿
ぐ
軍
①
ω
ω
》
b
。
O
O
メ

薯
．
×
く
嬬
＋
8
一
．
）

（
南
雲
泰
輔
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
〇
八
年
三
月
＝
…
百
～

二
〇
〇
八
年
五
月
二
六
日
）

人
文
學
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
　
一
八
二

文
化
學
年
報
（
同
志
社
大
学
文
化
学
会
）
五
七

上
海
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
東
ア
ジ
ア
経
済
研
究

　
（
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
附
属
上
海

　
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
〇
六
一
一

史
料
　
皇
學
館
大
學
史
料
編
纂
所
報
（
皇
學
館
大

　
學
史
料
編
纂
所
）
二
＝
エ
、
二
一
四

東
方
學
（
東
方
學
會
）
～
一
五

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
〇
三
、

　
六
〇
四
、
六
〇
五
、
六
〇
六

紀
要
史
学
（
中
央
大
学
文
学
部
）
五
三

史
學
雑
誌
（
豊
平
會
）
一
一
七
－
二
、
三
、
四

関
西
学
院
史
学
（
関
西
学
院
大
学
史
学
会
）
三
五

紀
尾
井
史
学
（
上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生

　
会
）
二
七

経
済
論
叢
別
冊
調
査
と
研
究
（
京
都
大
学
経
済
学

　
会
）
一
二
三

史
學
（
三
田
史
学
会
）
七
六
－
一

田
ω
8
畠
竃
①
恩
＄
墨
（
聾
O
。
一
①
α
Q
一
。
U
①
竃
Φ
×
－

　
一
8
）
込
」
ミ
b
N
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